
名　　　称 簡易な丸太柵工等の開発

カテゴリー 効率的で安全な作業技術の確立
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実施主体 森林技術センター

実施場所 岡山県新見市

国有林名 古谷国有林527林班内作業道

協力機関 岡山大学

背景・目的

　当該地の作業道の法面は、直角2mの切高を基本に作設しているが、降雨時等に法面崩壊が起こり維持修
繕が頻繁に必要となっていた。
　平成16年の台風23号により近畿中国森林管理局管内には大規模な風倒木被害に見舞われ、倒木整理や
崩壊地の復旧が行われたが、発生した風倒木は、その利用が限られており、新たな利用方法が求められてい
た。
　そこで、風倒木を利用した林道・作業道等の簡易で効率的な施工方法を開発し、崩壊時における法面等の
復旧を図ることとした。また、風倒木だけでなく、間伐材の利用促進にも資するものとする。

実施方法

１　施工時期　　 平成18年5月
２　施工箇所数　2箇所（2段施工）
３　施工延長　   38m
４　作業人員　   延べ6.25人工
５　簡易丸太柵工の構造　（図１参照）
６　工　程（写真２参照）
　(1)人力により掘削整地する
　(2)風等木を、2mの丸太に採材する
  (3)丸太にドリルで穴をあける
  (4)異形鉄筋を配置する
  (5)鉄筋に丸太を差し込む
  (6)上部に突き出た鉄筋をハンマーで曲げる
  (7)土砂を埋め戻して安定させる
　　　（丸太は作業効率、重機併用の解消等安全性を考慮して施工・運搬が容易な2m材とした。）
７　施工後の状況調査　平成20年10月から2年間

成　　　果

１　施工経費
従来型丸太筋工の制作費試算では、1,964円/mとなり、1m当たり約700円の経費削減が可能。
また、杭打ちが不要であり、どこでも施工が容易である。
(1)丸太組立＋切取り整地＋埋め戻しまでの労務
　　6.250人×12,900円＝80,625円
　　80,625÷(38ｍ×2段)＝1,061円/m
(2)異形鉄筋13mm
　　　107円/m
       1,061円＋107円＝1,168円/m
３　施工2年後の現況調査(H20.10～)
・施工法面には被度70%程度まで植生が回復しており、安定斜面を維持している。
・法高3m以上の法面では、施工後の発生土砂により、丸太柵工本体の転倒が発生した。
・法面から水が滲出している箇所で土圧により丸太柵工の押し出しが発生したのは、裏込め土砂の含水率が
高くなったものと考えられるが、裏込めを砕石にし早期に排水することで対応可能である。
・使用したスギ丸太については、辺材部は腐朽が見られるものの心材部は顕著な変化はない。
４　共同研究
・岡山大学の協力により使用丸太の強度検証を実施
・圧縮強度は、平成20年度伐採木は約400kg/c㎡、使用済み丸太は約215kg/c㎡と約半分であるが、柵として
の強度には問題ない。
５　結論
低コスト、簡易な施工、法面安定に有効な工法であり、今後は普及に努めるとともに、丸太の腐朽と植生回復
状況等について経過観察する。

成果の活用 なし
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写真１ 組立状況 図１ 簡易丸太柵工の構造 

写真２ 施工手順 
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写真３ 簡易丸太

写真４ 従来型丸太筋
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